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アジア枠の骨子

「外国籍選手の「3名枠」に加え、新たに1名のAFC加盟国選手の登録枠「アジア枠」を創設する」

25名枠 外国籍 アジア枠 C＋U20 出場可能数 最大在籍数

現行 － 3 － 2 3 5

導入後 現行 3 1+1   or  0+2 3+1 5

付記

•現行のＪＦＡのプロ契約制度（25名枠と5名枠及び基本規程69条に定める事項）は維持する。

•アジア枠の選手は、外国籍選手と同時に試合出場することを可能とする。

•アジア枠の運用とＣ契約+U20枠の運用については、クラブによる選択を可能とする。

•JFA基本規程69条に該当する選手については外国籍扱いとならないため、本表には含めず。

※印：「１」はアジア枠に限る

※
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アジア枠創設の目的

１．Jリーグのゲームレベルの向上

２．アジア地域における新たな事業的可能性の開拓

３．アジア地域を対象とした国際交流、貢献の促進
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日本人選手のレベルアップに関する考察

◆シーリングエフェクト（天井効果）

天井

上位の成長はよく検討された適切な
取組みや施策無しでは阻害され、
下降基調に陥りやすい。

下位は、どんどん成長する。
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日本人選手のレベルアップに関する考察

更なる飛躍

JSL

Jリーグ開幕

•トップクラスの外国人選手
•選手のモチベーションの高揚

•アジア枠
•ACL→クラブW杯

①継続的な成長にはステージに応じた施策に取組んでいくことが重要
② Jリーグのゲームレベルの向上と日本人選手のレベルアップの両立

育成への投資

ク
ラ
ブ
と
し
て
の
多
様
性
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プレミアリーグ 207/08～2009/10

トータル放送権料

￡625,000,000

¥127,037,500,000

アジア 比率 55%

放送権料 ￡343,750,000

円換算 ￥69,870,625,000

ヨーロッパ 比率 21%

放送権料 ￡131,250,000

円換算 ￥26,677,875,000

ミドルイースト 比率 9%

放送権料 ￡56,250,000

円換算 ￥11,433,375,000

アフリカ 比率 7%

放送権料 ￡43,750,000

円換算 ￥8,892,625,000

アメリカ 比率 6%

放送権料 ￡37,500,000

円換算 ￥7,622,250,000

オセアニア 比率 2%

放送権料 ￡12,500,000

円換算 ￥2,540,750,000

プレミアリーグ海外放送権料 （2007/08 ~ 2009/10）

＊ 1￡=￥203.26

プレミアリーグが海外で獲得して
いる放送権料（合計1270億円）
のうち55%（約700億円）をアジア

から獲得している
（ミドルイーストを含めると64% 約800億円）
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環境と事実（欧州）

欧州における成功の鍵（KSF: Key Success Factor）

アジアマーケットからの海外放送権料の規模

（プレミアリーグはアジアからの放送権料が700億円
海外放映権料の55%をアジアが占める： 補足参照）

各国のスター選手による
ハイレベルのゲーム

（良質のエンターテインメント）

海外放送権料獲得

自国選手が加入する
意義、影響が高まる

・プレミアの海外開催
・ECAクラブの対アジア
植民地政策

欧州におけるKSFはアジア（日本）にとってもKSFであるか？
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アジアにおけるマーケット

１．中・長期的

・アジアでのデジタルTVの普及

・ACLの発展とアジアのリーディングリーグとしてのJリーグ

２．短期的

・アジアでの露出による国内スポンサーのメリット拡充

・在アジア企業を対象とした新たな潜在スポンサー獲得の可能性

・クラブの立地を活かしたマーケティング活動

※海外放送権販売における新たな枠組み造りが必要
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経営的側面技術・強化的側面 政治的側面

国内選手の出場機会
若い選手、下部組織、特定ポジション（FW） クラブの地域性

Jクラブの経営環境

アジアプロリーグ発展

FIFAとの関係 ECAトップクラブのアジア戦略

Jクラブ数

スポンサー構造

放送権料（メディア環境）

選手年俸

ゲームレベル

ACL競技規則

現行契約制度

国際経験

AFCとの関係

他国FAとの関係

他国クラブとの関係

アジア枠導入により、影響を受ける可能性のある項目
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※全てのシナリオにおいて前提となる項目

アジア枠の導入により、与えるインパクトが大きく且つ、
不確実性の高い以下の3つのファクターを基にシナリオを想定する

イ
ン
パ
ク
ト
大

不確実性高

ゲームのレベルアップ

他国FAとの関係悪化

海外放送権料の増大
（2011～）

クラブ数拡大(J2 22クラブ）

欧州有力クラブの
アジア市場拡大

確実性高

イ
ン
パ
ク
ト
小

シナリオ検討に当たっての項目の抽出

国内選手の出場機会減
若い選手、下部組織、特定ポジション（FW）
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A.他国FAとの関係 B.ゲームのクオリティ C.海外放送権料

アジア枠の導入により

良好

悪化

向上

不変

増大

不変

増大

不変

向上

不変

増大

不変

増大

不変

① 最良のシナリオ

② 欧州との競合敗

③メリット大

④デメリット少

⑤ B、Cの2つを得る

⑥ AとBとの天秤

⑦ AとCとの天秤

⑧最悪のシナリオ

是

Worst

中間

非

Best

シナリオツリー（想定されるケースの系統図）

関係FAに対する貢献施策
の検討により解決にトライできる

対象国の限定も検討も可能
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アジア枠の導入に伴うポイント（まとめ）

－日本人選手の出場機会

－AFC加盟FAとの関係（韓国他）

－ACLの競技規則（3名→4名出場）

－アジア地域対象のマーケティングの枠組み造り


